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チームげんきひまわり（学童期・思春期 6～19歳）

あつまれ！たべよう・あそぼうゆがわらっこ

●学童期―睡眠時間が

短い

●思春期―睡眠時間が

短い

●睡眠時間が短い

●思春期―寝ても疲労

感が残る

睡 眠

睡眠時間が短い

●寝る時間が遅い

●部屋に入ってから寝る

のが遅い

就寝時間が遅い

●学童期―放課後家の

中ですごすことが多い

●放課後にひとりで室

内であそぶ

●室内遊びが少ない

●ファミリーレストランが

仲間同士の待ち合わ

せや打ち合わせの場

になっている

◇コミュニティスペース

（広場、教室）の設置

を

遊 び

こどもの居場所

が少ない

●放課後忙しい

●子どもたちが集まれる

曜日が少ない

遊ぶ時間がない

●携帯を持っている子

が多い

●スマホをいじっている

時間が長い

●家の中でゲームが多

い

●ストレスの解消がパ

ソコン・ゲームになっ

ている

●メールやインターネッ

トで頭でっかちになっ

ている

・情報入手手段としてイ

ンターネットを利用す

る子が増える

ゲーム・スマホ・

インターネットを

している子が多

い

●ストレス処理が十分できてい

る子が少ない

●ストレス対策で特別なことは

していない

◇いろんなイベント（スポーツな

ど）を企画して、ストレス解消

ができると良い

◇ストレス解消方法など多くの

情報を交換する、伝える

ストレス

ストレス解消ができて

いない

●子供にストレスがある

●友だちとのことでストレスが

ある

●いじめでストレスを感じている

子が多い

ストレスが多い

●中学生の毎日があまり楽しく

ない

●思春期―自分があまり好き

ではない（自己肯定感が低

い）

自己肯定感が低い

●何でも話せる友達が少ない

●人と人との関わり合いをめん

どうくさく感じている人が多い

◇学童期―気軽に相談できる

体制が求められている

◇思春期の「悩み相談」窓口を

作る

◇それぞれの年代別の悩みな

どを聞いたり話せると良い

相談相手がいない

●運動が楽しくない

●学童期・男子―運動はまったく楽しくな

い子が多い

運 動

運動が楽しくない

運動不足

体 型

やせようと思ってい

ない

●肥満が多い

●肥満の子

が多い

●送迎などで

歩かないた

め運動量が

低下し、太

りやすくなる

太りすぎ

●やせているのにや

せたいと思っている

子が多い

●太るのを気にして

食事を食べるのが

少ない

◇もっとやせたいと

思っている子の考え

にストップをかける

やせすぎ

イベント

●チャレンジデーが町民に

浸透していない

●町の事業は知っていても

参加する割合が低い

●思春期―町の事業への

参加意欲はあまり高くない

町の事業には参加

しない

イベントをする

◇町の体育館で定期的に

運動講座を開く

◇家族で参加できる

ウォークラリー（歴史を

感じる、食育体験）など

◇農家の方の協力を得て

収穫体験など

●小学校低学

年―薬物の

知識が少な

い

◇薬物の知識

をもっと広げ

たほうがい

い

◇薬物に関す

る知識を教

えるべき

◇思春期に薬

物知識を高

める

健康意識

薬物の知

識が低い

●健康状態があま

り健康でない子が

多い

●学童期の健康法

に対する理解が

低い

●学童期は健康法

の実践ができて

いない

●健康意識の二極

化

◇学童期からの健

康意識を高める

◇学童期の健康法

チェック

◇健康法を増やす

◇健康や病気につ

いての情報の充

実

◇学童に健康ポイ

ント制を導入し、

意識の向上を図

る

健康意識が

低い

●性の知識に

ついて意識

が低い

●思春期の性

知識が遅れ

ている

性の知識

が低い

●喫煙についての関

心が多い

●学童期―たばこを

吸いたいと思って

いる子が多い

●学童期―タバコを

吸いたい子が多い

●たばこを吸いたい

と思っている子が

多い

●喫煙＝気分が良く

なると思っている

◇学童期の喫煙教育

◇学童期・思春期の

喫煙影響知識を高

める

タバコへの興

味が高い

●母の喫煙が多い

●母親、祖母の喫煙

が多い

母親の喫煙が

多い

歯

歯の健康意識が低い

●虫歯があるの

に治療に行かな

い

●歯医者に行か

ない

●歯科検診後の

未受診

虫歯を放置

●好き嫌いが多い

●自分の好きなものしか

食べない

●子供には親の食生活

（好き嫌い）が影響する

●食に興味があまりない

◇好き嫌いを減らす

◇苦手な食材にもチャレン

ジしてみる（一口、メ

ニューのアレンジ）

食

好き嫌いが多い

●朝食を食べない子が多

い

●朝食を食べない子が多

い

●朝食の欠食

●朝食の欠食

●学童で朝食を食べる時

間がない

朝食を食べない

●ひとりで食べることが多い

●食事を１人で食べている

●朝食を1人で食べる

◇夕食を摂る時間を決め、

遅い時間に摂らないように

する

ひとりで食べる

●野菜をあまり食べない

●野菜をあまり食べていな

い

●どの年代も野菜をあまり

食べない傾向にある

●野菜を食べる機会、習

慣の減少

●野菜の食わず嫌い

●野菜の摂取量が少ない

◇外食、スーパー等で野菜

を使っている食品を選ぶ

野菜を食べない

●おやつの量が多い

●お菓子の食べ過ぎ

●子どもが自分でお菓子を

買う

●スイカで知らないうちに

ジュースなどを買っている

●手軽に買えるコンビニをよ

く利用する

●おやつでエネルギーを過

剰に摂っている

●夕食時の空腹感がない

●おやつをだらだら食べて夕

食を食べない

●疲れたと甘いおかしをたく

さん食べるので、食事に影

響する

おやつの食べすぎ

●食品購入の際、年齢が

若いほど価格やおいしさ

を重視する

●食品の成分を気にしてい

ない

●原産国は気にしていない

●添加物への知識がない

●さくさくしているお菓子が

好き

●マックのポテトは大好物

で、大人も一緒に食べて

いる

●トランス脂肪酸は認識し

ていなかった

●トランス脂肪酸、こわい

◇体に悪い食品名や添加

物を調べ、発表する場が

欲しい

添加物を気にしな

い

●塩分を気にしていない子

が多い

●塩分を気にしていない

●塩分を気にしていない

塩分を気にしない

●手づくりおやつが少ない

●お菓子を手作りしていな

い

◇簡易なおやつや軽食を自

分で作ってみる（おにぎり、

うどん、サンドイッチ）

◇小学生の料理教室

自分でつくる

●親が忙しいため、お弁当

やファストフードの回数が

増え、栄養のバランスが取

れない

●居酒屋での外食が多い

●居酒屋で食事しているの

は意外

外食が多い

●食事が楽しくない

●食事が楽しくない

●食事を楽しいと思ってい

ない

●学童期男子―食事が楽

しいかについて、何とも思

わないが多い

●食事は楽しいかについて

思春期の男子は何とも

思っていないが多い

●食事が楽しい子が少ない

食事が楽しくない

●食事のマナー

が悪い

●思春期の食事

マナーが悪い

●食事中のテレ

ビ

●食事をしなが

らの子どもと

の会話が少な

い

食 育

食事のマ

ナーが悪い

●食育に

関心が

ない

●親子と

も食に

ついて

興味が

ない

食育

への

関心

がない

◇子どもも参加しやす

い食育イベントを増

やす

◇食育イベントを子ど

も会イベントと同時開

催（芋煮会、もちつき

大会）

◇食育イベント（減塩、

おやつ、知識）をする

◇手作りの良さを伝え

続ける

食育へのきっか

けづくり

凡例

●問題点

○良い点

・状況説明

◇改善策

●肥満なの

にやせた

いと思っ

ていない

●メタボの

認識のあ

る子が少

ない

◇過体重・肥

満の子へや

せなければ

いけない理

由を教える

◇早食い、食

べ過ぎ対策

はよくかむ

●たまにしか歯を

磨かない子がい

る

●歯の健康意識が

低い

●歯の健康維持策

の実践が少ない

◇歯の健康づく

りのキャン

ペーンが必要

◇町でフッ素を

塗る機会を増

やしてほしい

●運動している子

が少ない

●運動していない

子が多い

●運動量が少ない

●外で遊んでいる

子が少ない

●外での運動量が

少ない

●小学生の運動量

が少ない

●運動量の減少

●体育以外は運動

していない

●歩かない子が多

い

●バスに乗る子が

多い

●疲れるとスイカで

バスに乗っている

●体力の低下

○運動したい子が

多い

◇ラジオ体操をする
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働き盛りは健康づくり盛り

食 育

食育への関心が低い

食育への対策

○食に関係するイベン

トは人が集まる

◇青年期までを対象に

食育の指導をする

◇町で「食育の日」を設

ける

◇食事は時間をかけて

食べるよう周知する

◇旬のものを食べる

孤 食

孤食対策

○家族そろって食事を

すると楽しい

◇共食の勧め

◇休みの日の家族との

食事を勧める

早食い

共働き

が多い

外 食

外食対策

◇外食のうまい選択方法の

伝達

中食が多い

運動不足

運 動

運動仲間

が少ない

野 菜

野菜不足への対策

食事バランス

食事バラン

ス対策

○食生活への取り

組みのほうがア

プローチしやすい

◇食事バランスガ

イドの認知度を

高める

◇自分で献立、手

料理をする

◇おかずはなるべ

く手作りのものを

◇魚を食べるように

する

食事への関心が高い

食事への関心が低い 食事時間が不

規則

●青年期男性

―

食

事時間が不規則

朝 食

健康への関

心が低い

健康への関心

健康への

関心対策

○年齢が上がる

につれ健康に関

心が高まる

◇自分の健康へ

の意識・関心を

高める必要があ

る

◇町民の健康度

チェックをする

肥 満 減塩対策

塩分対策

タバコ

禁煙対策

◇たばこは吸わない

◇タバコの値段を上げ

て買いにくくする

◇喫煙場所をもっと減

らす

◇禁煙外来を周知する

◇妊婦へのタバコ教育

の徹底

◇喫煙をやめる教室を

設けてはどうか

禁煙した

い人も

多い

○禁煙する

人が多く

なった

○たばこを

やめたい

人が多い

ストレス

歯

趣味・サークル

サークル参加

飲 酒

飲酒対策

◇好ましいアルコールと

の付き合い方のリーフ

レット（ちらし）をつくる

事業への参加促進

情報伝達の工夫

◇役場からの情報発信手

段を工夫する必要がある

○メールやインターネットを

する人が多い

◇ホームページによる普及

啓発

◇マスメディア（ラジオ、新

聞）を活用する

◇町の広報に載せる

◇地域の各種団体に健康

情報を発信する

◇相談先を周知する

町の事業

参加促進の工夫

●個人で参加しようと

する人が少ない

◇会館を借りる

◇各地区会館で曜日を

決め、集まって色々

な勉強会を開く

◇仕事以外のかかわり

がもてるイベントがあ

るとよい

●男の料理教室は平

日だと参加が難しい

●「食育」を知らない人がいる

●食育についてよく知らない人が

多い

●食育知識

―

男性は聞いたことは

あるが内容は知らない人が多い

●食育について内容を知らない人

が多い

●食育参加者少ない

●親が料理を娘・息子に教えなく

なった

●食育に興味がない人が多い

●食育についての関心

―

「特

にない」が多い

●食育に関心がない

●食育に対する関心が薄い

●参加したい食育イベント

―

「特にない」が多い

●食育イベントに関心がない

人をどのようにして参加させ

るかが課題

野菜不足

●野菜をあまり食

べない

●野菜をあまり食

べない

●

1

日に

1

回しか野

菜をとっていない

●緑黄色野菜が少な

すぎる

●青年期女性

―

緑黄

色野菜が少なすぎる

●緑黄色野菜を食べな

い

●新鮮な食材を買える

店が少ない

◇駅で農産物を

売る

◇駅周辺に地

場産野菜販売

の店が欲しい

◇地場産野菜

の奨励

◇野菜の生

産者の育

成

◇主婦対象

の野菜を

使った料

理講習

運動する人が少ない

●運動をしていない人が多い

●運動やスポーツをしていない

人が多い

●運動していない人が青年期

49.0%

、壮年期

42.3%

と高い

●運動する人が少ない

●運動少ない

●スポーツ継続者少ない

時間がない

●運動はしたいが時間がない人

が多い

●仕事・子育てで運動する時間

がない

●仕事・子育てで運動する時間

がない

●時間に余裕がないから運動し

ない

●時間に余裕がないから運動し

ない

●時間がないことを理由に運動

をしない人が多い

きっかけがない

●運動する機会がない

●きっかけがないとなかなか運

動できない

●運動したいがよい教室が見つ

からない

歩かない

●歩かない

●階段を使わない

●できるだけ歩いたり体を動か

したりする人が少ない

●筋肉が弱い

●体力が落ちて疲れやすく

なった

●休日に出かけない人が多い

●外出は近場で済ませる

●電車より自家用車で外出す

ることが多い

●近くでも車を利用することが

多い

◇なるべく歩く

◇積極的にウォーキングをす

る

◇元気になるため運度をする

◇運動不足解消のため出かけ

る

必要と思わない

●運動が嫌いな人が多い

●壮年期男性

―

運動は必要な

いと思っている人が多い

●女性

―

身体を動かすことが

好きではない

●健康としてのスポーツの理

解が低い

運動対策

きっかけづくり

○運動するきっかけがほし

いと感じている

○きっかけがあれば運動

する

○運動したい気持ちはある

◇運動するきっかけづくり

が必要

運動の場づくり

◇町内に運動場所

を提供する必要

がある

◇運動できる場の

提供

◇気軽に利用でき

る運動施設があ

るとよい

◇気軽に参

加できるス

ポーツ・イ

ベントを

もっと増や

す

◇ジョギング、

サイクリン

グコースの

設置

◇町民オリジナル体

操があると楽しい

◇チャレンジデーが

運動につながる

◇親子で参加の運動

教室を企画する

◇町の体育館で複数

回、さまざまな運動

講座を開く

ストレス対策

話す

◇人と話すことで気持ちが

落ちつく事がある

◇人に話すことでストレス解

消できる人も多い

◇友達と会って話をする

◇友だち、仲間づくりができ

るきっかけの場を周知す

る

お風呂に入る

◇ぬるめのお風呂に入る

◇湯ぶねにつかる

◇「温泉に入ってストレスを

解消しよう」の講座を開く

自分に合う対策

・ストレスなど心の健

康についての情報

を求めている

◇毎日予定をつくる

◇

1

日のうち自分の

自由な時間をつく

る

○夫婦で出かけるこ

とが多くなった

◇旅行の計画をた

てる時はうきうき

する

◇植物（花、野菜）を

育てる

◇歌をうたう

健診

特定健診の受診

率が低い

●特定健診の受診率

が低い

●国保の健診受診者

が少ない

●町の健診を受診する

人が少ない

●青年期の健診受診

率が低い

健診は面倒

●忙しいことを理由に

健診不受診

●忙しい、都合がつか

ないため健診を受け

ない人が多い

●受診までの待ち時間

が長い

●特に困ったことがな

いので健診を受けな

い人が多い

●お金がもったいない

ので健診を受けない

がん検診の受診率が低い

●がん検診の受診率が低い

●がん検診の受診率が低い

●がん検診を受けていない人が

多い

●がん検診は受けていない人が

多い

●青年期

―

がん検診を受けてい

ない人が多い

受診率アップ対策

◇町の健診をもっと受けやすく

する

◇ムリをしてでも健診を受ける

◇受診の時間が予約できれば

良い

◇健診日程をもっとわかりやすく

する

◇子宮がん検診は

20

歳以上で

受けられることを周知する

◇子宮がん検診を受けるよう周

知する

◇各種健診への参加情報・成果

を知らせる

◇受診意欲を高めるようなイベ

ント

●食事バランス

ガイドを知らな

い人が多い

●食事バランス

ガイドを知らな

い人が多い

●バランスガイ

ドを知らない

人が多い

●栄養のバラン

スを考えてい

ない人が多い

●食事の摂取

品目が少ない

人が多い

●女性は摂取

品目が少ない

●壮年期女性

―

摂取品目

が少ない

●若いころに

比べてたくさ

ん食べられ

なくなった

●食事の支度

が面倒にな

ることがある

●働いている

女性が多い

ので、お弁

当を作って

も偏ってしま

う

●脂肪の多い

料理が多い

●カルシウム

が足りない

○壮年期女性は、賞

味期限、価格を気

にしている

○食材の原産地、賞

味期限、価格などを

気にしている

○カロリーを気

にしている

○バランスのと

れた食事に興

味を持つ人が

多い

◇減塩すること

の重要性を伝

えていく（周知

する）

◇壮年期の塩分意識を高め

る講座を開く

◇主婦対象の塩分講座を開

く

●惣菜を買う

人の割合が

多い

●昼食は外で

弁当を食べ

る

●買った惣菜

で済ます

●青年期男性

―

コンビニで

買うことが多

い

・青年期女性

はスーパー

で買うことが

多い

歯の対策

◇歯の健康づ

くりへのキャ

ンペーン活

動が必要

◇歯科検診を

定期的に受

けるよう呼び

かける

◇年

1

度の歯

の定期検診

を

PR

する

◇歯の健康に

ついて意識し

てもらうよう

呼びかける

◇

8020

運動を

町民にもっと

アピールする

◇ていねいな

歯磨きをする

◇食後には必

ず歯磨きをす

る

●サークルを

知らない

●地域活動・社

会活動に参

加している人

が少ない

●運動や社会

参加が少な

い

●地域での活

動時間、機会

が少ない

●健康法としての

「地域活動等へ

の参加」の理解

が低い

◇サークル参加へ

のきっかけづくり

◇壮年期のサーク

ルづくり

◇趣味やボラン

ティア、学習の

サークルづくりの

推進

肥満対策

◇太りすぎに注意

◇どか食いしない

◇過体重（肥満）である

ことから生じる問題

（病気）を周知する

●事業に参

加したこと

がない人が

多い

○事業への

参加意欲は

高い

○町の事業

への参加意

欲はある

●チャレンジ

デーを知ら

ない人が多

い

●行政の担当

によって行事

案内に差が

ある

◇事業につい

ての情報を

得やすくする

◇町事業の

PR

●町の事業は

知っていても

参加する割

合が低い

○団体で働き

かけがあると

参加する

外出が少ない

●壮年期の休日の外出

意欲が低い

●青年期

―

文化活動で

の外出が少ない

◇休日はみんなでお出

かけ

◇休日はゴロゴロでは

なく、ワクワク

朝食対

策

◇朝食のメ

リットを伝

える

◇朝食を摂

ることの

大切さを

周知する

◇簡単にで

きる朝食

づくりの

紹介

チーム青葉の会（青年期・壮年期 20～64歳）

●ひとりで運動す

る人が多い

●壮年期女

―

運

動をひとりでし

ている人が多

い

●運動仲間がい

ない人が多い

●運動仲間

―

「家族と」が少

ない

●一人で運動

―

何をしていいか

わからない

●運動仲間が少

なく、ひとりで

取り組むことが

多い

●サークルやク

ラブが育たな

い

●ママさんバレー

をする人口が

少ない

●ママさんバレー

―

若い人が

減ってきた

●健康への意識・

関心が低い

●他の町と比べる

と健康法が少な

い

●メタボについて

内容を知らない

人が多い

●健康ではないと

思っている人が

多い

歯の健康意識が低い

●歯の相談をしない人が多い

●歯の健康意識が低い

●歯の定期検診率が低い

●歯の治療を受けている人

が多いが、歯の健康維持

策の実践が少ない

●歯科医院数は県平均だが、

予約の取りにくさ対応の違

いの問題がある

趣味

●趣味のない

人が多い

●趣味を習う

チャンスが

ない

●習い事や教

室に参加し

ている人が

少ない

●ヨガをやりた

いが町に教

室がない

●やりたい

教室が

あっても

時間が合

わない

◇町内にあ

る習い事

や教室を

周知する

○若い世代

ほど趣味

の幅が広

い

肥満者が多い

●男女ともに青年期

から肥満の体型が

増加している

●他の地域に比べ肥

満の男性が多い

●過体重・肥満なのに

やせたいと思ってい

ない人が多い

●男性で、肥満でも

やせたいと思って

いる人は少ない

●太っていてもや

せたいと思わな

い男性が多い

●かなりやせたいと

思っている人は

少ない

情報不足

・ストレスや心の健康

についての情報を必

要としている人が多

い

・どの世代も情報の提

供を求めている

・年代が上がるにつれ

て健康情報を求めて

いる

●健康情報入手先は

本・雑誌が少ない

●青年期は回覧板・地

元紙の活用が低い

●健康情報を得る手

段が限られている

喫煙者が多い

●喫煙者が多い

●たばこ喫煙者が多い

●壮年期

―

タバコを

吸っている人が多い

●壮年期

―

ストレス解

消で喫煙が多い

●女性の喫煙者が多い

●女性の喫煙が目立つ

●乳幼児が同乗して

いる車内でタバコを

吸っている

●禁煙意識が低い

●健康と喫煙が結び

つかない人が多い

●喫煙場所を特に考

慮していない人が

壮年期で

2

割いる。

受動喫煙の問題あ

り。

飲酒が多い

●ほとんど毎日お酒を飲

む人が多い

●壮年期でほとんど毎日

飲む人が

45%

と多い

●男性の

1

回のアルコー

ル摂取量とその頻度が

多い

●壮年期の女性の飲酒

が多い

塩分が多い

●味の濃いものをよく食べる

●塩分を摂りすぎる人が多

い

●塩分を気にしていない人

が多い

●塩分を気をつけていない

●塩分を気にしていない

●青年期

―

塩分を気にして

いない人が多い

●調味料の塩分

を気にしていな

い傾向がある

●減塩を意識して

いない人が多

い

●壮年期

―

塩分

についての意識

が他町より低い

●壮年期で塩分

の意識が低い

ストレスが高い

疲労感

●青年期

―

寝ても

疲労感が残って

いる

●壮年期

―

寝ても

疲労感が残って

いる

●つかれが残って

いる人が多い

●疲れているのに

無理をしてしまう

●目が疲れやすく

なった

●原因の一つとし

て目の使い過ぎ

●今若い人でも老

眼が発症してい

る

●携帯の使い過ぎ

ストレス処理で

きていない

●壮年期

―

ストレ

スをまったく処理

できていない

●ストレス処理が

十分できている

人が少ない

●誰でもストレスを

感じている

相談相手がい

ない

●壮年期

―

相談相

手が特にいない

●相談相手が特に

いない人が多い

●友だち、仲間と

会っている人が

少ない

好き嫌いが多い

●好き嫌いが多い傾

向がある

●好き嫌いが多い

●食べ物の好き嫌い

の多い人が多い

●自分の好きなものし

か食べない

●好きなものしか食べ

ない、好きなものし

か弁当に入れない

●魚を食べる人

が少なくなっ

た

●魚を食べない

人が多い

●牛乳を飲まな

い

●壮年期女性

―

摂取品目が

少ない

孤食が多い

●家族そろってご飯を

食べることが少ない

●家族との食事時間

を持てない

●朝食をひとりで食べ

る人が多い

・ひとりぐらしが多い

・ひとり暮らしが多い

●ひとりで食べること

が多い

●食事の速い人が多い

●早食いの人が多い

●男性は早食い

朝食を抜く人が多い

●朝食を食べ

る習慣がな

い人が多い

●朝食を摂る

習慣がない

人が多い

●青壮年期の

人は他世代

に比べ朝食

を食べない

人が多い

●朝食を「ほぼ毎日

食べる」人が他の

年代より低い

●朝食をほぼ毎日

食べる人が少ない

●青年期は他の年

代に比べ朝食を毎

日食べる人が極

端に少ないのは、

問題

外食者が多い

●外食が多

い

●昔に比べ

て外食をす

る人が多く

なった

●外食が他

市町村より

多い。ファミ

リーレストラ

ンや飲食店

が多く、容

易に行ける

●外食はファミ

リーレストラ

ン、ラーメン

屋、回転ずし、

牛丼屋、居酒

屋が多い

●居酒屋で外

食している人

が多い

●他の町に比

べて居酒屋

で外食する

人が多い

・専業主婦が少ない

・専業主婦が少ない

・働いている女性が多い

・働く女性が多い（旅館

も）

・母子家庭が多い

●共働きの家庭が多い

ので、食べる時間も寝

る時間も遅い
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情報は健康の「かなめ」

●健診状況が

不明

●定期健診を受

ける人が少な

い

●治療している

から健診を受

けない人が多

い

●健診受診と医

療機関での治

療を混同して

いる人がいる

●健診と受診を

混同している

●検診と受診の

混同

●病気にならな

いと医療機関

を受診しない

●健診とはどの

ようなものか

分かっていな

い

●がん検診の受診率が低い

●がん検診の受診率が低い

●がん検診を受けていない人が多い

健 診

がん検診受診率が低い

町の健診

の問題点

◇町の健診受診を上

げる必要がある

◇町の健診受診を上

げる必要がある

◇町の検診を受けや

すくする

◇検診日程をもっと

わかりやすくする

◇町の健診を地区を

限定して開催する

◇町の健診を地区を

限定して開催する

◇町の健診を町民に

アピールする

◇医療機関から健診

をすすめる

健診受診促進

肥満対策

●メタボの認識が

ある人が少ない

◇過体重・肥満の

人にやせなけれ

ばならない理由を

教える必要があ

る

◇過体重・肥満の

指導や講座を開く

飲 酒

●ほとんど毎

日お酒を飲

む人が多い

●男性の41%

が毎日飲酒

している

●女性の習慣

飲酒が高い

毎日飲む

人が多い

たばこ

●たばこ喫煙者が

多い

○たばこをやめた

い人が多い

◇喫煙場所をもっ

と減らす

◇煙草の値段を上

げて買いにくくす

る

禁煙対策が

必要

食

●歯科定期検診の

受診が少ない

●歯の定期検診率

が低い

◇年1度の歯の定

期検診をPRする

歯科定期検診

●外食が多い

●外食が多い

●居酒屋で外

食する人が

多い

●自炊をしない

●スーパー等

で惣菜が簡

単に手に入る

ので自分で作

らなくても間

に合う

外食が多

い

●朝食を食べ

ない人が多い

●朝食を食べ

ない人が多い

●朝食を食べ

ない人が多い

◇朝食の重要

性を知らせる

朝食欠食

●ひとりで食べ

ることが多い

●ひとりで食べ

ることが多い

●一人で食べ

ることが多い

孤食

食事のバランス不足

食への無関心

料理教室の開催

減 塩

塩分に無関心

高血圧への対策

運 動

●どの程度運度すれ

ばいいかわからない

●運動に対する正しい

知識がない

●正しい運動方法を指

導されていない

◇町の体育館で定期

的に運動講座を開く

運動のしかたが

分からない

●身近で気軽に運動で

きる場所が分からない

○パークゴルフが入ると

生き生きしている

○ウォーキングに適した

場所は多い

◇ジョギング・サイクリン

グコースがあると良い

運動できる場所

が分からない

●運動習慣がない

●病気や身体上の理

由のため運動しない

運動しない

●女性で運動をひとり

でしている人が多い

●運動仲間が少なく、

一人で取り組むこと

が多い

◇運動は知人・仲間が

いると参加しやすい

◇運動を一緒に楽しむ

仲間がいるといい

運動の仲間づく

り

情 報

●町の情報が入っ

てこない

●広報が各戸配布

されない

●マンションは回覧

板が回らない

●高齢者の多くは

ホームページを

見ない

●情報を知らない

のでは

●情報が少ない

●社会参加の機会

や方法の情報不

足

●放射能などの安

全な環境情報が

少ない

●健康情報への関

心が低い

情報不足

○どの世代も情報

の提供を求めて

いる

○年齢が上がるに

つれ健康情報を

求めている

○健康情報がほし

い

◇健康・病気の情

報を充実する

◇社会活動の情報

を知らせる

◇町の事業に参加

できるような情報

の伝達

◇事業についての

情報を得やすくす

る

◇町事業のPR

◇ホームページ等

広報の工夫

情報発信

歯

●歯は痛くならないと歯科

医に行かない

●う蝕未処置が多い

●若いうちから歯を失って

いる人が多い

●歯の健康意識が低い

●歯の健康維持策が少な

い

●歯の健康維持が少ない

傾向にある

●歯の治療を受けている人

が多いが歯の健康維持

策の実践が少ない

◇歯間ブラシ等の普及啓発

歯の健康の意識が

低い

●歯科のか

かりつけ医

がいない

●歯医者に

行きにくい

●歯医者は

予約制が多

い

●歯科医師

数は県平均

だが、予約

のとりにくさ、

対応の違い

が問題

歯科医に

行きにく

い

●80歳で自歯が20

本残っている人が

少ない

●8020が知られて

いない

●8020を広める

きっかけがなかな

かない

◇歯と口の運動

(8020)は大切

◇8020運動を町民

にもっとアピール

する

◇歯の健康づくりへ

のキャンペーン活

動が必要

8020

運動の

推進

心

●高齢者が多い

●高齢期―ひとり暮

らしが多い

●ひとり暮らしの高

齢者の割合が高い

●ひとり暮らしが多

い

●ひとり暮らしや老

夫婦世帯が多い

●独居高齢者が多い

●孤独死が増える

◇高齢期のひとり暮

らしのフォローが必

要

ひとり暮らしが

多い

●相談相手が少ない

●相談相手が特にいない

●人との関わり合いを面

倒に感じている人が多

い

●健康、病気についての

気軽な相談体制充実

相談相手がいな

い

●散歩や運動がおっくう

になる

●文字を読むのが面倒

●すぐにあきらめてしま

うことが多くなった

やる気がない

●ストレス処理

を十分できて

いる人が少な

い

◇ストレスをなく

す

◇ストレス解消

にお風呂に入

る人が多いの

で、入浴券の

発行を継続す

る

◇「温泉に入っ

てストレスを解

消しよう」の講

座を開く

ストレス解

消

交通網の不足

社会活動

社会活動の参

加が低い

気軽に行ける

場所がない

●74歳までは老

人クラブに興味

がない

●老人会に入会

するのはいやだ

●老人会は人間

関係が難しい

○老人会に入ると

色んな行事があ

る

◇老人クラブの活

動を見直し、加

入率の向上を

図る

老人クラブ

への加入

促進

◇一緒に楽しむ仲間づくり

○友だち作りのきっかけが

ほしい

◇何か後押しをするきっか

け

・積極性が大事

◇講座に参加した人が近所

の人を誘うような取組み

◇作った料理で食事会

◇独居老人だけでなく、高

齢者対象の昼食会の回

数を増やす

仲間づくり

●町の事業は

知っていても参

加する割合が

低い

●地域活動参加

が少ない

○町の事業への

参加意欲はあ

る

○町の事業、行

事に参加したい

○町の事業への

参加意欲が高

い

町の事業に

参加したい

●やりたい事がない

●壮年期より趣味が少ない

◇趣味を作る

趣味がない

○74歳まではサークル活

動の参加率が高い

●高齢者のサークルが少

ない

◇各地区会館で曜日を決

め、集って色々な勉強会

を開く

◇高齢期のサークル作り

◇趣味やボランティア、学

習のサークルづくりの推

進

◇ボランティア活動への参

加の便宜を図る

サークルづくり

近隣の関係づくり

凡例

●問題点

○良い点

・状況説明

◇改善策

●料理のレパー

トリーが少ない

○健康に良い食

事を知りたい

○バランスのと

れた食事につ

いての教室が

あれば参加し

たい

◇バランスのと

れた食事につ

いての教室が

あったらいい

◇バランスのと

れた食事講習

◇野菜を使った

料理講習

◇お料理教室を

やる

認知症

●買い物が大変

●日々の買い物が

困難な人がいる

●ひとりで病院へ行

くのが困難

●タクシーはお金が

かかる

●交通網が足りない

◇町バスでの送迎が必要

◇バスの本数が増えると

いい

◇今コミュニティバスが

走っていない所も走ると

良い

●認知症の不安

度が高い

●認知症につい

て不安がある

○認知症につい

ての関心があ

る

◇認知症につい

て対応や知識

が必要

◇認知症検査の

すすめ

◇認知症サポー

ターを作ろう

●好き嫌いが多

い

●自分の好きな

ものしか食べ

ない

●個食

―

自分の

好きなものし

か食べない

●野菜をあまり

食べない

●野菜をあまり

食べない

●食生活のバラ

ンス不足

●バランスガイド

を知らない人

が多い

◇食事バランス

ガイドの周知

が必要

●食生活の課題

がないと思っ

ている人が多

い

●食生活の課

題・問題を感じ

ていない

●食生活の課題

がないことが

問題

●食育に興味が

ない人が多い

●高齢期の食育

が必要

◇食育イベント

に関心がない

人を引っ張り

出す（参加させ

る）工夫が必

要

●塩分摂取多い

●塩分のとりすぎ

●塩分は気にして

いない

●塩分を気にして

いない

●塩分無関心

が

3

割いる

●塩分につい

ての知識低

い。無関心

●塩分の取り

すぎを改善

するのは難

しい

◇塩分の多い

食物の摂取

を少なくする

◇塩辛い食べ

物の摂取を

少なくする

◇減塩対策が

必要

◇食事の塩分コン

トロールが必要

◇高血圧への関

心を高める必要

がある

◇高血圧への関

心を高めなくて

は

◇塩分意識を高

める講座を開く

◇塩分講座を開く

●社会活動参加率が

低い

●社会参加が少ない

●社会参加が少ない

●社会活動参加は特

にしていない人が多

い

●社会参加していない

●社会参加が低い

●となり組としてのか

かわりが少ない

○サークル活動に参

加したい

○趣味や地域活動へ

の参加は閉じこもり

を防止する

◇社会活動への参加

を促進する

◇社会活動参加の呼

びかけ

◇地域活動、社会活

動への参加を促す

◇娯楽施設や文化行

事の案内、参加へ

の便宜を図る

●気軽に集える場

所がない

●どこに行ったらい

いかわからない

●外出しても行く場

所がないから

TV

を見ている

●外出したいと思わ

せる催事がない

◇歩いて行けるとこ

ろに場所がほしい

◇外出意欲を高め

る必要がある

◇高齢者の外出を

少しでも増やす

◇参加者同士のコ

ミュニティ

◇住民主体のつど

える場の確保

◇コミュニケーション

が取れる場の確

保

◇空き家対策として

サロンスペースに

活用

●どこにだれが住んでいる

か知らない

●マンションにより考え方

が異なる

◇地域の人が高齢者に声

をかけることが大事

◇情報が伝達され

る近隣関係づく

り

◇情報が伝達され

る近隣関係づく

り


